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注），Lipid群（10%リポファンディン 100 mg/kg/時 72時間持続静注）とした．プロポ
フォール注入症候群発生のリスクは，プロポフォール 4 mg/kg/時以上の投与速度，48時
間以上の投与時間で生じるとされているため，先行論文を参考にラットに対して鎮静作
用を示さず，さらに循環動態への影響が極軽度とされるプロポフォール 10 mg/kg/時 72
時間の曝露条件を Prop群として設定した．また， Prop群において投与される脂肪製剤
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論文題名 
Lipid emulsion, but not propofol, induces skeletal muscle damage and lipid 
peroxidation  
(プロポフォールの溶媒である脂肪製剤は，骨格筋障害と脂質過酸化反応を誘
導する) 
結果の要旨 
本研究は，静脈麻酔薬であるプロポフォールの溶媒として使用される脂肪製剤が、酸化ス
トレスの一種である脂質過酸化反応を介して骨格筋障害を引き起こし，プロポフォール自
体は逆にその抗酸化作用によって骨格筋障害を軽減することを明らかにした．プロポフォ
ールの長期大量投与によってプロポフォール注入症候群という致死的な症候群が生じるこ
とが集中治療領域では問題となっている．これまでの研究ではプロポフォール自体のみが
主な研究対象とされ，プロポフォールによって引き起こされるミトコンドリア機能障害が
プロポフォール注入症候群の機序として考えられてきた．しかし，本研究により溶媒であ
る脂肪製剤がプロポフォール注入症候群の代表的な臨床徴候である横紋筋融解の発症に関
与する可能性が示唆され，プロポフォール注入症候群の病態への新たなアプローチを提唱
する価値のある知見であると考えられる． 
本研究は，博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた． 
 
 
 
 
 
 
 
